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授業概要  

大学生レベルの日本語の「読む」「書く」「話す」「聞く」能力を養う。大学生レベルのテキストを用いての読

解力、語彙力の育成、レポート、論文の書き方の学習、プレゼンテーション力の育成を行う。 

教材は日本語日本事情Ⅰ、Ⅱより上のレベルのものを扱う。 

授業計画  

 
第 1 回 テキスト第 1 課 

第 2 回 テキスト第 1 課 

第 3 回 テキスト第２課 

第 4 回 テキスト第２課 

第 5 回 テキスト第３課 

第 6 回 テキスト第３課 

第 7 回 テキスト第４課 

第 8 回 テキスト第４課 

第 9 回 テキスト第５課 

第 10 回 テキスト第５課 

第 11 回 テキスト第６課 

第 12 回 テキスト第６課 

第 13 回 新聞記事講読 

第 14 回 新聞記事講読 

第 15 回 新聞記事講読 

第 16 回 筆記試験 
 

到達目標  

大学生レベルの日本語の「読む」「書く」「話す」「聞く」力を身に付ける 

履修上の注意  

予習、復習を行うこと。欠席は 5 回まで。遅刻は 3 回で 1 回欠席とみなす。 

日本語日本事情Ⅰ、Ⅱを履修していること。 

予習復習  

指定されたテキストの講読。 

評価方法  

宿題、学期内に行う小テストと課題、期末試験。 

テキスト  

日本の社会と経済を読む。新聞記事。 

 


